
 

様式第３号　（木材使用量計算書）

数量

厚さ 幅 長 県　産　材 左記以外

（cm） （cm） （ｍ） （本） (性能表示材等） 会社名・登録番号 又はｾﾝﾀｰ検査番号 JAS

土台 桧 12 12 4.0 22 1.2672
木木製材所
第01XXXX号

○○製材所
第XXX号

大引 桧 10.5 10.5 3.0 7 0.2317
木木製材所
第01XXXX号

○○製材所
第XXX号

梁・桁 杉 12 12 3.0 5 0.2160
県流産業（株）
第06XXXX号

○○製材所
第XXX号

梁・桁 米松 15 39 6.0 2 0.7020

梁・桁（集成材） 杉 12 33 4.0 2 0.3168

梁・桁（集成材） 杉 12 33 3.0 1 0.1188

梁・桁（集成材） 杉 12 30 5.0 1 0.1800

梁・桁 杉 12 30 4.0 2 0.2880
木木製材所
第01XXXX号

○○製材所
第XXX号

○

梁・桁 杉 12 27 4.0 3 0.3888
木木製材所
第01XXXX号

○○製材所
第XXX号

○

梁・桁 杉 12 24 5.0 20 2.8800
県流産業（株）
第06XXXX号

○○製材所
第XXX号

○

…

梁・桁 杉 12 15 3.0 40 2.1600
木木製材所
第01XXXX号

○○製材所
第XXX号

梁・桁 杉 12 12 4.0 3 0.1728
木木製材所
第01XXXX号

○○製材所
第XXX号

母屋 杉 12 12 4.0 18 1.0368
県流産業（株）
第06XXXX号

○○製材所
第XXX号

母屋 杉 12 12 3.0 10 0.4320
木木製材所
第01XXXX号

○○製材所
第XXX号

丸太梁 杉 12 21 4.0 6 0.6048
木木製材所
第01XXXX号

○○製材所
第XXX号

束 杉 12 12 3.0 8 0.3456
県流産業（株）
第06XXXX号

○○製材所
第XXX号

通柱 桧 12 12 6.0 6 0.5184
木木製材所
第01XXXX号

○○製材所
第XXX号

管柱 桧 12 12 5.0 1 0.0720
木木製材所
第01XXXX号

○○製材所
第XXX号

管柱 桧 12 12 3.0 87 3.7584
木木製材所
第01XXXX号

○○製材所
第XXX号

火打梁 杉 9 9 1.0 16 0.1296
県流産業（株）
第06XXXX号

○○製材所
第XXX号

① ②
14.5021 1.3176
3.5568
10.9453

【補助条件の確認】

①＋② 15.8197 ｍ3

① 14.5021 ｍ3

91.6

注）１　県産材の証明となるもの（岐阜証明材推進制度による伝票の写し等）を５年間保管すること

　　２　材積は少数点以下５位まで求め、四捨五入し４位まで記載すること

　　３　補助要件（実施要領第３条に規定）に該当しない県産材は、左記以外欄に記入すること

　　４　部材名・樹種・規格が同じであっても「ぎふ性能表示材」と「JAS製品」を混合して記載しないで、

　　　　分け て別の行に記載すること。 

　　５　性能表示材等がJAS製品の場合は、性能表示認定工場のJAS欄に○を記入すること

県内新築タイプ　　　・　　　県外新築タイプ

岐阜　太郎

ぎふ証明材
最終証明者

計

　　　　　木材使用量計算書

事業タイプ
※該当するものに○

申込者氏名

規格 材　積　（ｍ
3
）

部材名称 樹種

構造用木材総使用量　（A）

県産材（性能表示材等）使用量　（B）

県産材（性能表示材等）使用率の確認　（B/A） ％　≧　80%

性能表示材等認定工場
名・番号

うち、JAS製品使用量
うち、ぎふ性能表示材使用量

記入例 

◆「性能表示材」

を使用した場合

「認定工場名」＋

「認定番号」又は

「ｾﾝﾀｰ検査番号」

を記載 

◆「ぎふ証明材」を

出荷した最終流証明

者の「会社名」＋

「事業者登録番号」

を記載 

◆JAS 製品の場合は、性能表材

認定工場の JAS 欄に○を記入

すること。 

◆「ぎふ証明材」であれば「ぎふ性

能表示材」として取り扱ってよい 


